
ＡＣＰの普及啓発に係る取組みについて

令和６年度久留米市在宅医療介護連携推進協議会

令和７年３月２５日（火）

【資料３】

久留米市健康福祉部保健所健康推進課

1



「人生の最終段階における医療・ケアの普及啓発」に向けて

取り組み方針

人生の最終段階において市民が希望する医療やケアを受けるこ
とができる。

目的

1. 本人の意思決定をどのような仕組みで支えていくのか

2. 本人の意思に沿わない救急搬送につながらないための環境を
どのように構築していくのか

視点

令和元年度に、在宅医療・介護連携推進協議会の下部組織として
「人生の最終段階における医療・ケアの普及啓発のあり方検討部会
（ＡＣＰ部会）」を設置し、具体的な取組みの検討を行う。
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ACP部における令和５年度までの主な実績

中止

　　　　　　                     年　度

　内　容

令和

元年度

令和

２年度

令和

３年度

令和

４年度

令和

５年度

私の生き方ノートの作成・配布

市民公開講座、出前講座など

広報久留米への特集記事掲載

　　　・人生会議ポスターの検討

【医療介護従事者向け】

E₋FIELD研修

【救急隊員向け】

ACP・救急医療との連携に係る研修 3



令和６年度 久留米市ACP部会委員

部会長

副会長

牟 田 文 彦

内 藤 雅 康

西 岡 進

長 澤 一 利

吉永 美 恵

小原 尚美

西 田 千代香

宮原 由美子

塚本 卓

良 永 忠 則

平湯 恒久

大谷 弘行

棚町 政一

（一般社団法人久留米医師会理事）

（一般社団法人久留米医師会理事）

（一般社団法人久留米医師会）

（一般社団法人久留米歯科医師会理事）

（一般社団法人久留米三井薬剤師会副会長）

（NPO法人久留米市介護福祉サービス事業者協議会訪問看護部会）

（NPO法人久留米市介護福祉サービス事業者協議会介護支援専門員部会）

（NPO法人久留米市介護福祉サービス事業者協議会訪問介護部会）

（NPO法人久留米市介護福祉サービス事業者協議会ソーシャルワーカー部会）

（NPO法人久留米市介護福祉サービス事業者協議会施設部会）

（久留米大学医学部救急医学講座講師）

（社会医療法人雪の聖母会聖マリア病院緩和ケア内科）

（久留米広域消防本部救急防災課課長補佐）
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部会の開催状況

■開催日：令和６年６月１１日（火）

令和６年１１月１日（金）

■検討内容：

１．市民へのACPの普及啓発

２．支援者（医療介護従事者）の資質向上のための研修体制

３．救急医療との連携
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検討・取組結果：市民へのACPの普及・啓発

１.久留米市オリジナルACP啓発ポスターのデザイン決定
市内医療機関・介護事業所 約1350か所へ配布（R6年8月)
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検討・取組結果：市民へのACPの普及・啓発

2.私の生き方ノートの改訂に係る協議

R２年3月初版作成（２部構成）。内容を見直し、改訂版を
作成するため、R7年度ACP部会にて継続して協議予定。
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3. 看取りに関する市民啓発講演会の開催（在宅医療介護市民公開講座）

■日時：令和６年１１月９日（土）

■演題：自宅で過ごす最期のむかえ方

■講師：医療法人 日高整形外科病院

猪狩 洋介 氏

■参加者：会場 ９３名

YouTube配信 ８３名

４．講演会以外での普及・啓発

※在宅医療・介護連携センター及び市職員にて講師対応

(１)市民向け出前講座、他機関主催の健康教室等での講話

実施回数：９回 参加者数：延２０１人

(２) 久留米地域包括ケアシステム健康フェスティバルでの講話

日時：令和７年３月９日（日） 久留米医師会主催

検討・取組結果：市民へのACPの普及・啓発
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１.「私の生き方ノート」の活用に係る在宅医療・介護従事者向け研修会の開催

■日時：令和６年４月２５日（木) １９時～２０時４５分

■内容：①講義：本人が決めることが難しい場合の「本人」が決める支援

②ロールプレイ

■講師：聖マリア病院緩和ケア内科 診療部長 大谷 弘行 氏

■参加者：２８名

２. 本人の意向を尊重した意思決定のための相談員研修会（E-FIELD研修会）

■日時：令和６年１０月２０日（日) ９時～１７時３０分

■内容：①講義 ②グループワーク（国の研修に準ずる)

■講師：聖マリア病院緩和ケア内科 診療部長 大谷 弘行 氏

■参加者(修了証授与者)：３１名

検討・取組結果：支援者の資質向上のための研修体制
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検討・取組結果：支援者の資質向上のための研修体制

■日時：令和７年１月２３日（木)１９時～２０時４５分

■内容：①講義：施設におけるACP ②グループワーク

■講師：久留米医師会 在宅担当理事 牟田 文彦 氏

■参加者：１５名

【新規取組】

介護施設職員向け 看取り研修会

【目的】介護施設職員がACPや看取りに係る理解を深め、介護施設における

看取り力を向上することできる。
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検討・取組結果：救急医療との連携

【新規取組】

救急医療に関する在宅医療・介護従事者研修会の開催

【目的】医療・介護従事者が、高齢者の救急搬送の現状や課題を理解すると

ともに、急変時・看取りの対応力を向上させることができる。

■日時：令和６年７月４日（木) １９時～２０時

■講演：心肺蘇生を望まない傷病者や救急搬送の実態等の状況等について

■講師：久留米広域消防本部救急防災課

救急企画 課長補佐 棚町 政一 氏

■参加者：１１０名
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 私の生き方ノートやポスターを活用した市民啓発を継続する
とともに、市民意識調査にて市民のACPの認知度を指標として、
推移の分析・評価を行う
（令和3・5年度調査実施。次回、令和7～8年度予定）

 介護施設における医療対応力、看取り力の向上を図るため、
介護福祉サービス事業者協議会等と連携しながら、介護施設
職員向けの研修会を継続して実施する。

 看取り予定者の救急搬送防止のため、救急医療に関する在宅
医療介護従事者向け研修会を継続して実施する。

［協議事項］：次年度以降の方針（案）
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